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平
安
一
初
期
に
お
け
る
国
司
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て

平

野

博

之

カ三
次

日
H

は

じ
一
、
選

二
、
徴

む

す

び税叙き

は

し

が

き

古
代
国
家
の
転
換
点
は
奴
隷
制
的
諸
関
係
の
崩
壊
が
始
ま
る
平
安
初
期
、
特
に
十
世
紀
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
基
礎
過
程
に
対
応

し
て
地
方
政
治
に
於
い
て
も
、
か
つ
て
は
民
政
の
責
任
者
と
し
て
百
姓
を
字
養
し
、
農
桑
を
勧
課
す
る
乙
と
も
期
待
さ
れ
て
い
た
酌
中
が
、
そ

。
コ

の
儒
教
的
ヴ
ェ
ー
ル
を
か
な
ぐ
り
捨
て
収
奪
者
と
し
て
の
本
質
を
露
呈
し
た
受
領
に
転
佑
す
る
乙
と
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
国
司
の
受
領
化
に
伴

っ
て
永
昨
元
年
（
九
八
九
）
の
尾
張
国
の
郡
司
百
姓
が
守
藤
原
元
命
を
訴
え
た
事
件
を
そ
の
一
つ
の
典
型
と
し
、
承
平
・
天
慶
の
乱
（
九
三
一
！

九
四

O
）
に
お
け
る
足
立
郡
司
判
官
代
武
蔵
武
芝
を
そ
の
一
つ
の
典
型
と
す
る
よ
う
な
、
国
司
の
収
奪
に
抵
抗
す
る
広
汎
な
農
民
に
支
え
ら
れ

た
郡
司
の
対
国
司
抗
争
が
始
め
ら
れ
て
く
る
。
こ
の
時
期
の
郡
司
の
国
司
に
対
す
る
抵
抗
の
必
然
性
に
つ
い
て
は
、
石
母
田
正
氏
が
、
北
山
茂

夫
民
、
宮
城
栄
国
民
論
争
以
来
の
学
説
を
整
理
さ
れ
て
、
郡
司
の
律
令
制
に
お
け
る
地
位
か
ら
で
な
く
、

こ
の
時
期
の
在
地
土
豪
全
体
の
階
級
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平
安
初
期
に
お
け
る
国
司
郡
司
の
関
係
K
つ
い
て

七
八

的
性
格
か
ら
理
解
す
べ
き
こ
と
を
示
さ
れ
た
。

（
古
代
末
期
政
治
史
序
説
第
一
章
補
遺

E
将
門
の
乱
に
つ
い
て
）
乙
の
小
稿
に
お
い
て
は
氏
の

提
示
さ
れ
た
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
の
時
期
の
政
治
制
度
上
の
地
位
に
お
け
る
国
司
郡
司
関
係
の
新
た
な

一
側
面
を
指
摘
し
て
両
者
の
関
係
の
具
体
相
に
近
づ
こ
う
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
両
者
の
選
叙
と
徴
税
を
め
ぐ
る
関
係
の
変
化
を
検
討
す
る
。

一
、
選

叙

郡
司
の
選
叙
は
令
制
で
は
国
司
が
補
任
す
べ
き
人
物
を
鐙
擬
し
て
中
央
官
に
報
告
し
、
官
が
之
を
決
定
し
た
。
大
少
領
は
奏
任
官
で
補
任
と

同
時
に
夫
々
外
従
八
位
上
、
外
従
八
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
’
主
政
主
帳
は
判
任
官
で
初
任
の
日
の
叙
位
は
な
い
。
考
課
は
十
考
を
以
て
限
と
し
、

十
考
中
な
ら
ば
一
階
、

五
考
上
、

五
考
中
な
ら
ば
二
階
、
十
考
上
な
ら
ば
三
階
を
進
め
、
下
々
考
で
あ
れ
ば
、
当
年
校
定
し
て
解
任
さ
れ
る
。

（
考
課
令
考
郡
司
条
）
考
は
毎
年
国
司
が
量
り
、
大
少
領
は
「
郡
境
内
田
購
閥
、
産
業
修
、
礼
教
設
、
禁
令
行
、
人
窮
置
、
農
事
荒
‘
好
盗
起
、

獄
訟
繁
」
の
政
績
の
能
不
に
つ
い
て
、
主
政
主
帳
は
「
在
官
公
廉
不
及
私
計
、
正
色
直
節
不
能
名
誉
、
情
在
貧
横
川
一
訣
求
名
、
公
節
無
聞
而
私

（
戸
令
国
司
巡
行
条
）
任
期
は
大
少
領
は
終
身
、
主
政
主
帳
は
不
定
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

門
日
益
」
の
選
迩
の
善
悪
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
た
Q

（
続
紀
和
銅
六
、

五
、
七
条
、
養
老
ニ
、
四
、
九
条
参
照
）
従
っ
て
令
制
に
お
け
る
郡
司
選
叙
に
つ
い
て
国
司
の
関
与
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の

補
任
で
は
推
挙
権
を
有
し
、

そ
の
罷
免
で
は
考
に
下
々
を
付
す
と
い
う
間
接
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
国
司
の
任
期
が
六
年
で
あ
っ
た
の
に
対
し

郡
司
（
大
少
領
）
は
終
身
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
過
大
評
価
は
出
来
な
い
が
、
郡
司
の
国
司
に
対
す
る
地
位
は
相
対
的
独
立
性
を
与

え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
国
司
が
郡
司
補
任
の
手
続
き
上
で
占
め
る
地
位
は
原
則
的
に
は
延
喜
に
至
つ
で
も
変
化
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

延
喜
式
で
は
郡
司
に
欠
あ
る
場
合
、
国
司
が
歴
名
を
鋒
擬
し
て
朝
集
使
に
附
し
て
申
上
し
、
毘
身
は
正
月
内
に
式
部
省
に
集
る
。
式
部
省
は
其

の
帳
簿
を
作
成
し
、
毎
年
二
、

月
鐙
擬
に
預
る
人
を
試
し
、

四
月
に
至
っ
て
御
前
に
読
奏
し
、

大
臣
一
々
其
の
定
不
を
点
じ
て
任
不
を
決

し
、
五
六
月
に
至
っ
て
太
政
官
に
於
て
宣
命
を
以
て
之
を
補
任
し
た
の
で
あ
る
。



国
司
が
郡
司
を
推
挙
す
る
場
合
、
政
府
の
郡
司
任
用
方
針
に
従
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
方
針
の
変
佑
に
よ
っ
て
園
司
の
関
与
の
仕
方
も
多
少

変
化
す
る
。
簡
単
に
任
用
方
針
の
変
化
を
た
ど
れ
ば
、
大
化
改
新
当
初
は
郡
司
は
国
造
か
ら
取
っ
た
の
で
あ
る
が
、
大
宝
令
で
は
大
少
領
は
才

用
同
じ
け
れ
ば
先
づ
園
造
を
取
る
と
な
り
、
国
造
が
任
用
の
第
一
条
件
で
な
く
、
才
用
主
載
が
と
ら
れ
て
い
る
。
此
は
大
化
後
内
位
で
あ
っ
た

郡
司
の
官
位
を
大
宝
令
で
は
外
位
と
し
た
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
旧
来
の
地
方
豪
族
の
影
響
を
出
来
る
だ
け
排
除
し
て
律
令
政
治
の

諸
原
則
を
末
端
ま
で
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
現
れ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
豪
族
（
H
旧
国
造
）
の
排
除
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

ず
之
と
の
妥
協
を
残
し
た
か
ら
彼
ら
は
律
令
官
僚
の
末
端
と
し
て
自
ら
を
変
貌
さ
せ
な
が
ら
根
強
く
生
き
つ
づ
け
、
大
宝
令
制
の
郡
司
任
用
方

針
も
以
後
幾
多
の
改
変
を
余
儀
な
く
せ
し
め
ら
れ
た
。
天
平
七
年
五
月
に
至
り
大
宝
令
の
原
則
上
に
大
き
な
妥
協
が
あ
ら
わ
れ
る
。
才
用
第
一

主
義
に
よ
る
国
援
の
ほ
か
、
難
波
朝
廷
以
来
の
譜
第
重
大
四
五
人
を
副
え
て
朝
集
使
に
附
せ
し
め
郡
司
候
補
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
続
紀
）
乙

の
傾
向
は
以
後
段
々
強
ま
り
一
大
平
十
四
年
五
月
に
は
郡
司
少
領
以
上
を
擬
す
る
場
合
は
「
当
郡
推
服
、
比
郡
知
聞
者
」
を
簡
定
、
貫
挙
す
る
こ

と
を
定
め

（
続
紀
）
、

天
平
廿
一
年
二
月
に
は
譜
第
の
一
族
門
葉
が
繁
多
で
郡
領
補
任
に
当
っ
て
濫
訴
が
絶
え
な
い
の
で
以
後
は
立
郡
以
来
の

譜
第
重
大
の
家
の
嫡
子
を
相
継
い
で
任
用
し
傍
親
を
用
い
な
い
こ
と
に
し
た
。
し
か
る
に
官
物
欠
失
を
防
止
す
る
目
的
か
ら
天
平
勝
宝
四
年
十

一
月
、
宮
物
欠
失
の
郡
司
は
見
任
を
解
却
す
る
ば
か
り
か
重
大
な
譜
第
が
あ
っ
て
も
そ
の
子
孫
ま
で
任
用
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

（
続
紀
）
そ

こ
で
或
は
好
桓
の
輩
が
郡
任
を
奪
わ
ん
と
謀
り
、
言
を
神
火
に
寄
せ
て
放
火
し
、
或
は
譜
第
の
徒
が
情
に
観
観
を
挟
み
故
意
に
放
火
す
る
有
様

で
あ
っ
た
の
で
、
放
火
者
は
一
切
鐙
擬
に
預
ら
し
め
ず
、
郡
任
も
郡
中
の
明
廉
清
直
で
時
務
に
堪
ゆ
る
者
を
任
用
せ
し
め
る
乙
と
と
し
た
が
（
続

紀
、
宝
亀
岡
、
八
、
）
譜
第
の
徒
の
正
倉
放
火
は
止
ま
な
い
の
で
延
暦
五
年
入
居
焼
失
し
た
官
物
は
国
郡
司
に
填
備
さ
せ
る
と
共
に
、
そ
の
見

任
を
解
く
乙
と
、
及
び
譜
第
を
絶
つ
こ
と
を
止
め
、
傍
人
の
競
望
を
抑
え
る
乙
と
に
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
平
安
初
期
の
律
令
体
制
再
建
期
に

は
い
り
、
延
暦
十
七
年
三
月
、
郡
領
は
永
く
譜
第
の
選
を
停
廃
し
、
芸
業
著
聞
、
堪
理
郡
務
者
を
之
と
な
す
こ
と
と
し
令
制
の
才
用
徳
行
主
義

に
帰
復
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
十
八
年
五
月
に
は
宿
衛
の
人
、
番
上
の
輩
が
久
し
く
馳
駆
せ
ら
れ
て
頗
る
才
能
を
効
す
の
で
、
本
国

平
安
初
期
に
お
け
る
国
司
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て
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司
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て

八

O

を
経
ず
式
部
省
で
簡
試
し
郡
司
に
補
任
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
後
紀
）
彼
ら
は
多
く
地
方
豪
族
の
子
弟
出
身
の
六
衛
府
舎
人
、
兵
衛
で
あ
っ
て

彼
ら
を
帰
国
せ
し
め
て
郡
司
に
補
す
方
針
を
取
っ
た
の
は
、

一
つ
に
は
在
京
の
聞
に
律
令
官
僚
と
し
て
の
性
格
、
資
質
を
よ
り
多
く
身
に
つ
け

て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
才
用
主
義
の
回
復
は
永
く
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
十
三
年
後
の
弘
仁
二
年
二
月
、
偏
に
芸
業
を

取
っ
た
た
め
政
を
為
せ
ば
物
情
従
わ
ず
、
訟
を
聴
け
ば
決
断
伏
す
る
こ
と
無
き
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
以
後
郡
司
の
擬
は
先
づ
譜
第
を
尽
し
、

其
人
無
き
場
合
の
み
芸
業
に
及
ぶ
乙
と
と
な
っ
た
。

乙
の
目
、
諸
国
の
郡
司
の
譜
図
を
進
む
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

（
三
代
格
）
譜
第
任

用
方
針
は
こ
の
後
改
変
を
み
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
延
喜
式
に
は
主
帳
以
上
の
鐙
擬
の
日
、
式
部
輔
は
省
掌
に
命
じ
て
譜
第
を
申
せ
し
め
る
乙

と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
譜
第
と
い
う
の
は
第
一
に
立
郡
以
来
代
々
郡
司
を
つ
と
め
て
き
た
家
で
あ
り
、
第
二
に
天
平
十
回
以
降
は
身
の
労
効

に
よ
っ
て
任
ぜ
ら
れ
て
二
世
以
上
の
者
で
あ
る
。
天
長
四
年
五
月
の
格
で
は
二
位
以
上
を
譜
第
と
す
れ
ば
功
労
の
輩
は
年
を
追
っ
て
過
え
ず
、

一
郡
の
譜
第
代
に
随
っ
て
重
積
す
る
ば
か
り
で
な
く
‘
継
譜
の
た
め
に
汲
々
と
し
て
職
を
得
て
後
、
廉
耽
の
操
無
き
有
様
で
あ
っ
た
の
で
譜
無

き
も
の
は
二
世
以
上
で
あ
っ
て
も
譜
第
に
預
し
め
な
い
こ
と
に
し
た
。

（
三
代
格
）

以
上
の
郡
司
任
用
方
針
の
中
で
国
司
の
占
め
る
役
割
は
任
用
の
原
則
が
譜
第
に
あ
る
時
よ
り
、
才
用
に
あ
る
時
の
方
が
大
き
い
こ
と
は
勿
論

ま
で
の
比
較
的
短
い
期
間
で
あ
っ
て
、

で
あ
る
。
そ
し
て
一
応
法
制
的
に
才
用
主
義
が
維
持
さ
れ
た
期
間
は
、
大
宝
よ
り
天
平
十
四
年
迄
と
、
平
安
初
期
延
暦
十
七
年
か
ら
弘
仁
二
年

乙
の
場
合
、
天
平
廿
一
年
か
ら
宝
亀
四
年
迄
の
よ

そ
れ
以
外
の
時
期
は
譜
第
主
義
が
と
ら
れ
て
い
る
。

う
に
譜
第
重
大
の
家
の
嫡
子
を
相
継
い
で
郡
領
と
す
る
政
策
が
取
ら
れ
る
限
り
、
国
司
が
選
摂
に
関
与
す
る
余
地
は
な
い
が
、

そ
れ
以
外
の
場

五
家
、
ニ
川
以
上
の
新
譜
第
ま
で
加
え
れ
ば
も
っ
と
多
く
存
在
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
譜
第
と
い
う
条
件

。コ

内
で
あ
っ
て
も
依
然
国
司
の
選
摂
す
る
余
地
は
あ
っ
た
。
国
擬
に
関
す
る
限
り
、
乙
の
よ
う
に
大
体
に
お
い
て
国
司
の
掌
中
に
あ
っ
た
が
、
国

合
は
、
譜
第
の
家
は
一
郡
内
に
四
、

司
の
郡
司
選
釈
を
制
約
す
る
他
の
要
素
と
し
て
、
労
効
及
び
売
官
に
よ
る
郡
司
補
任
が
あ
る
。
労
効
に
よ
る
郡
司
補
任
の
早
い
例
は
大
日
本
省

文
書
三
所
収
の
海
上
国
造
他
国
日
奉
部
直
神
護
の
解
が
あ
る
。
彼
は
祖
父
、
父
、
兄
の
三
代
に
わ
た
っ
て
郡
領
に
任
ぜ
ら
れ
た
譜
第
と
、
彼
自



身
も
養
老
三
年
か
ら
神
亀
五
年
に
至
る
十
一
年
間
兵
部
卿
従
三
位
藤
原
卿
の
位
分
資
人
、
天
平
元
年
か
ら
今
に
至
る
二
十
年
間
中
宮
舎
人
、
計

三
十
一
年
の
労
効
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
兄
の
あ
と
を
う
け
て
郡
領
に
任
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
彼
の
任
不
は
明
か
で
な
い
が
、

既
に
天
平
二
十
年
頃
か
ら
労
効
に
よ
る
郡
司
補
任
の
慣
例
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
神
護
景
雲
元
年
四
月
廿
九
日
、
長
門
国
豊

浦
団
毅
外
正
七
位
上
額
田
部
直
塞
守
が
銭
百
万
、
稲
一
万
東
を
献
じ
て
外
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
る
と
共
に
蟻
浦
郡
大
領
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
も

そ
の
一
例
と
さ
れ
る
。
叉
嘉
祥
元
年
十
月
、
讃
岐
国
三
野
郡
人
従
四
位
上
丸
部
臣
明
麻
呂
は
孝
子
と
し
て
責
挙
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
明
麻
呂
が

齢
十
八
才
に
し
て
都
に
入
っ
て
官
に
従
い
、
労
績
の
効
に
よ
り
当
郡
の
大
領
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
己
の
職
を
父
に
譲
っ
て
自
ら
子
道
を
守
っ
た

た
め
で
あ
る
と
い
う
。

（
続
後
紀
）
労
効
に
よ
る
郡
司
補
任
が
法
制
化
さ
れ
る
の
は
先
に
あ
げ
た
延
暦
十
八
年
五
月
宿
衛
の
官
人
を
郡
司
に
補

。
。
。
。

乙
の
場
合
の
郡
司
補
任
が
本
国
を
経
ず
式
部
省
で
簡
試
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
点
に
賓
要
性

任
す
る
こ
と
を
定
め
て
以
来
で
あ
る
が
、

が
あ
る
。

こ
の
制
は
延
喜
式
に
至
っ
て
次
の
如
く
定
式
佑
さ
れ
て
い
る
。

（
式
部
式
諸
衛
任
官
の
条
）

0

3

0

 

凡
左
右
近
衛
長
上
十
五
年
、
番
上
廿
年
震
限
、
毎
年
各
二
人
、
左
右
兵
衛
各
一
人
、
左
右
衛
門
隔
年
各
一
人
、
任
諸
国
史
生
、
其
任
郡
領
者
、

左
右
近
衛
二
人
、
左
右
兵
衛
各
一
人
、
侍
本
府
移
、
勘
録
譜
第
、
奏
擬
文
之
目
、
副
奏
之
進
、
但
左
右
兵
衛
適
任
郡
領
及
主
政
帳
、
左
右
衛

門
若
有
移
送
、
府
別
郡
領
一
人
、
隔
三
年
補
之
、

前
の
三
つ
の
具
体
例
も
そ
の
性
質
上
、
本
国
司
を
経
ず
に
行
わ
れ
た
ち
の
で
あ
ろ
う
。

売
官
に
よ
る
郡
司
補
任
に
つ
い
て
は
貞
観
十
四
年
三
月
九
日
付
の
貞
観
寺
田
地
目
録
（
平
安
遺
文
）
に
美
濃
園
穴
八
郡
大
領
守
部
秀
名
が
男

民
与
の
任
大
領
の
料
と
し
て
提
出
し
た
閏
六
町
が
、
貞
観
六
年
十
月
九
日
の
太
政
官
符
に
よ
っ
て
貞
観
寺
に
施
入
れ
た
乙
と
が
見
え
て
い
る
。

官
符
に
よ
る
施
入
で
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
官
あ
て
に
任
料
を
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
叉
、
類
紫
符
宣
抄
第
七
、
諸
国
郡
司
事
に
は
天
慶
ニ

年
五
月
廿
二
日
、
但
馬
園
美
含
郡
人
従
八
位
下
刑
部
信
州
福
秀
は
当
郡
少
領
刑
部
福
保
の
補
任
後
、
年
を
経
て
考
帳
に
附
さ
ざ
る
替
に
少
領
に

補
任
す
る
乙
と
を
大
外
記
坂
上
高
晴
‘
大
隅
守
善
道
朝
臣
維
則
に
よ
っ
て
・
申
請
、
許
可
さ
れ
た
。
乙
の
時
の
根
拠
は
刑
部
福
秀
は
無
譜
で
あ
っ
た

平
安
初
期
に
お
け
る
国
同
部
川
の
関
係
に
つ
い
て

I 



平
安
初
期
に
お
け
る
国
司
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て

八

が
普
道
、
維
則
の
去
承
平
六
、

七
両
年
の
弁
官
給
、
大
外
記
坂
上
高
晴
の
同
七
年
の
給
の
未
だ
補
せ
ざ
る
代
三
合
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
こ
と
。

叉
天
慶
八
年
十
二
月
廿
九
日
に
は
式
部
省
の
諮
に
よ
っ
て
備
中
国
小
田
郡
人
白
丁
小
田
臣
豊
郷
は
当
郡
大
領
小
旧
遂
津
の
考
解
の
替
に
去
延
喜

廿
一
年
造
省
料
一
分
の
代
と
し
て
補
任
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。

乙
の
場
合
、
彼
ら
二
人
は
夫
々
任
料
を
払
っ
て
補
任
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
刑
部
宿
桶
福
秀
の
場
合
の
如
く
、
本
国
司
に
よ
ら
ず
、
大
外
記
坂
上
高
晴
、
大
隅
守
善
道
維
則
な
ど
の
他
の
官
人
の
媒
介
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
点
重
要
で
あ
る
。
勿
論
労
効
、
売
官
に
よ
っ
て
補
任
さ
れ
た
凡
て
の
郡
司
が
国
司
の
手
を
経
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
が
、
事
の
性
質
上
、
国
擬
に
よ
、
わ
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
場
合
、
国
司
は
自
己
の
推
挙
し
な
か
っ
た
郡
司
を
官
か
ら

押
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
労
効
、
売
宮
に
よ
る
郡
司
補
任
は
令
制
の
弛
緩
と
共
に
増
加
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、

こ
の
面
か
ら
の
国

司
の
郡
司
補
任
に
も
つ
役
割
は
時
と
共
に
制
約
せ
ら
れ
て
く
る
ζ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
正
任
郡
司
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と

で
あ
っ
て
、
現
実
の
郡
司
構
成
を
み
る
と
、
必
し
も
正
任
郡
司
の
み
に
依
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
任
郡
司
は
時
代
が
降
る
と
共
に
減
少

す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
国
司
の
郡
司
補
任
に
つ
い
て
発
揮
し
う
る
現
実
の
権
限
は
正
任
郡
司
補
任
の
分
析
か
ら
だ
け
で
は
充
分
明
か
に

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

次
に
掲
げ
た
第
一
表
は
大
宝
元
年
よ
り
長
保
二
年
に
至
る
期
間
の
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
郡
司
を
そ
の
任
種
別
に
統
計
し
た
も
の
で
あ
る
c

史

料
の
関
係
上
天
応
一
克
年
以
降
は
平
安
遺
文
所
収
の
売
券
、
解
文
に
見
え
る
郡
司
の
署
名
に
の
み
限
定
し
た
。
表
に
よ
れ
ば
大
宝
か
ら
養
老
四
年

ま
で
の
八
世
紀
の
最
初
の
廿
年
聞
は
正
任
ば
か
り
で
、
次
の
廿
年
聞
か
ら
正
任
外
郡
司
が
あ
ら
わ
れ
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
塙
加
し
、

平
安
初
の
天
応
、
延
暦
の
聞
に
半
々
と
な
り
以
後
は
疋
任
郡
司
の
万
が
巨
任
外
郡
司
よ
り
も
少
く
な
る
。
疋
任
外
郡
司
の
増
加
は
は
じ
め
は
主

と
し
て
擬
郡
司
の
増
加
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
貞
観
、
元
慶
の
聞
よ
り
令
制
郡
司
外
の
郡
老
、
検
校
、
が
あ
ら
わ
れ
、
以
後
着
実
な
足
ど
り
で

増
加
し
、
延
喜
の
末
年
頃
よ
り
そ
の
種
類
も
、
国
老
、
国
目
代
、
目
代
、
悶
司
代
、
勾
当
、
行
事
と
複
雑
さ
を
加
え
な
が
ら
、
そ
の
数
に
お
い

て
絶
対
的
優
位
を
占
め
て
く
る
。
第
一
表
に
あ
ら
わ
れ
た
一
般
的
な
傾
向
を
同
一
郡
に
お
け
る
変
化
と
し
て
と
ら
え
る
た
め
に
第
二
表
を
副
え



た
。
第
二
表
は
大
日
本
古
文
書
、
平
安
遺
文
所
収
の
近
江
国
愛
智
郡
関
係
の
郡
司
解
や
売
券
に
み
え
る
郡
判
の
み
を
史
料
と
し
て
作
成
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
郡
司
構
成
の
変
佑
が
正
し
く
反
映
し
て
い
る
。
但
し
延
喜
以
後
の
史
料
が
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
令
制
外
郡
司
は

奈
良
時
代
に
も
郡
代
、
郡
目
代
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
数
も
少
く
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
万
に
普
遍
性
を
持
た
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
本
格
的
な
発

生
、
発
展
は
貞
観
以
後
の
事
で
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
正
任
外
郡
司
の
具
体
的
内
容
は
史
料
の
関
係
上
不
明
確
で
あ
る
が
、
出

来
る
限
り
明
か
に
す
る
じ

（

a）
 

擬

郡

司

淀
川
政
次
郎
氏
は
（
律
令
時
代
の
農
民
生
活
）
大
同
元
年
十
月
の
太
政
官
符
を
引
用
し
て
、
擬
郡
司
と
は
正
員
郡
司
で
郡
務
を
果
し
え
な
い

時
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
云
わ
れ
た
が
、

こ
の
説
に
は
宮
城
栄
国
民
の
批
判
が
あ
る
。
〈
郡
司
制
度
に
関
す
る
二
三
の
疑
問
と
補
説
〉
民
に

よ
れ
ば
、
擬
郡
司
と
は
未
だ
正
式
に
任
命
さ
れ
な
い
も
の
で
、

乙
れ
に
は
転
擬
、
新
擬
、
副
擬
の
種
類
が
あ
る
。
擬
郡
司
の
発
生
は
正
員
郡
司

の
欠
に
依
る
か
ら
律
令
制
定
当
時
か
ら
あ
っ
た
。
然
し
て
郡
司
任
命
法
は
国
司
の
裁
量
に
依
り
一
員
の
欠
に
対
し
そ
れ
以
上
の
擬
郡
司
が
生
ず

べ
き
で
あ
っ
た
。
天
平
七
年
の
郡
司
任
命
法
は
国
擬
以
外
に
譜
第
四
五
人
ぞ
副
う
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
て
、
採
用
者
以
外
の
他
の
者
は
擬
郡

司
た
る
べ
き
余
，
担
を
残
し
て
い
る
。
事
実
延
暦
十
七
年
二
月
の
太
政
官
符
に
依
れ
ば
一
員
の
欠
に
対
し
て
国
司
は
数
人
を
擬
し
、

一
人
が
正
員

と
な
っ
て
も
他
は
副
擬
郡
司
と
し
て
そ
の
憧
存
置
し
て
い
た
。
斯
く
し
て
発
生
し
た
冗
員
が
民
政
に
鵡
毒
を
流
す
の
は
必
然
で
あ
る
の
で
、
法

令
上
で
は
副
擬
停
止
が
発
せ
ら
れ
る
事
に
な
る
。
弘
仁
二
年
の
譜
第
鈴
擬
復
活
後
に
は
政
治
的
能
力
た
き
譜
第

ω徒
が
擬
せ
ら
れ
る
こ
と
が
め

っ
て
郡
務
の
停
滞
を
来
す
の
で
、
弘
仁
十
三
年
十
二
月
に
は
擬
年
期
を
三
年
間
と
定
め
、
そ
の
間
雑
務
ぞ
取
ら
し
め
、
そ
の
才
能
と
人
物
あ
ら
み

た
上
詮
擬
言
土
せ
し
め
、
所
司
で
は
そ
の
功
過
を
計
っ
て
始
め
て
正
任
に
預
る
こ
と
に
し
た
の
で
擬
郡
司
と
は
そ
の
二
一
年
間
心
事
務
見
習
者
ぞ

一つb
h
n
J

よ
・
つ
に
h
h
J

っ
た
．

そ
し
て
そ
れ
ば
や
が
て
正
任
に
転
乙
だ
。

根
市
文
書
弘
仁
十
一
半
十
二
月
五
日
、

柏
木
文
書
諸
問
洋
二
年
十
一
月
廿
日
の

郡
司
署
名
の
一
号

ω郡
司
の
大
部
分
が
擬
郡
司
で
あ
り
d

、
殊
に
大
少
領
に
一
人
の
正
任
が
な
い
か
ら
と
一
一
一
口
つ
で
も
、
擬
郡
司
が
回
定
し
て
正
任
郡

平
安
初
期
に
お
げ
る
国
司
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て

/¥. 
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平
安
初
期
に
お
け
る
国
司
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て

/¥ 
，、、

司
の
如
く
な
る
一
般
例
以
前
の
も
の
と
は
一
概
に
断
じ
去
ら
れ
な
い
。
同
一
郡
内
で
は
一
の
欠
員
に
対
し
て
同
時
に
他
の
擬
任
が
発
生
す
べ
き

で
あ
っ
た
、
例
え
ば
大
領
に
欠
あ
れ
ば
少
領
が
便
宜
転
擬
大
領
に
な
り
、
少
領
の
後
に
は
新
擬
少
領
が
置
か
れ
る
が
、
之
等
は
聴
て
正
員
に
な

る
の
で
あ
る
。
殊
に
弘
仁
十
三
年
以
後
は
正
任
に
な
る
予
備
の
下
に
擬
郡
司
が
多
数
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
市
し
て
弘
仁
十
三
年
の
制
が
永
く

実
行
会
れ
て
い
た
事
は
一
条
天
皇
の
長
徳
二
年
十
月
十
三
日
の
郡
司
読
奏
を
以
て
窺
う
こ
と
が
出
来
る
と
し
、
伊
勢
国
某
郡
で
擬
大
領
が
大
領

に
、
尾
張
国
丹
羽
郡
で
擬
少
領
が
少
領
に
、
伊
予
国
混
泉
郡
で
は
少
領
が
転
擬
大
領
と
な
り
、
更
に
大
領
と
な
る
べ
き
で
あ
っ
た
例
を
あ
ブ
ら

－h
v
v
』

O

J
4
4
t
 
私
・
ち
擬
郡
司
が
本
来
、
正
任
郡
司
に
欠
あ
る
場
合
、
国
司
に
よ
っ
て
擬
任
さ
れ
、
太
政
官
で
正
式
に
補
任
さ
れ
る
以
前
の
も
の
を
云
う
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
宮
城
民
の
説
に
賛
成
で
あ
る
が
、

そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
多
少
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
第
一
表
に
よ
れ
ゴ
弘
仁
十
年
頃
を
境

と
し
て
擬
郡
司
が
正
任
郡
司
よ
り
多
数
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
天
応
以
後
は
売
券
の
郡
判
、
郡
司
解
の
署
名
の
み
を
史
料
と
し
た
統
計
で
あ
る

、A

、，、

よ川
N
3
f
u
F

こ
れ
は
郡
司
構
成
に
お
け
る
擬
郡
司
の
増
加
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
実
を
弘
仁
十
三
年
の
擬
任
三

年
制
の
実
施
の
結
果
か
ら
の
み
説
明
す
る
と
と
は
出
来
な
い
。
擬
任
年
限
が
三
年
に
延
さ
れ
た
乙
と
は
第
一
表
の
統
計
に
擬
郡
司
が
出
現
す
る

頻
度
は
増
大
す
る
だ
ろ
う
が
、
現
実
の
郡
司
構
成
の
中
で
の
擬
郡
司
の
数
そ
の
も
の
が
増
加
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
私
は
む
し
ろ
法
令
に

よ
ら
な
い
事
実
上
の
擬
郡
司
制
の
変
佑
の
結
果
を
も
含
ん
で
い
る
と
考
え
る
。
正
任
郡
司
が
存
在
す
る
に
も
拘
ら
ず
副
置
し
て
お
く
と
い
う
意

味
の
副
擬
郡
司
は
延
暦
十
七
年
の
官
符
に
よ
っ
て
禁
断
さ
れ
、
後
、
大
岡
元
年
十
月
の
官
符
に
よ
っ
て
陸
奥
、
出
羽
両
国
に
限
っ
て
許
可
さ
れ

た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
陸
奥
、
出
羽
の
特
例
が
い
つ
の
間
に
か
一
般
化
し
た
。
こ
の
際
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
延
暦
十
七
年
の
宮
符
で
は
一
』
正

「
正
任
之
外
不
得
復
副
」
と
し
て
副
擬
郡
司
の
語
を
明
か
に
正
任
が
存
在
す
る
と
き
副
置
す
る
擬
郡
司
の
意
味
で
使
用

員
之
外
更
置
副
擬
、
」

し
て
い
る
が
、
国
郡
で
作
成
さ
れ
た
売
券
な
ど
の
郡
判
で
は
第
二
表
の
い
く
つ
か
の
例
で
明
か
な
様
に
、
擬
郡
司
に
対
す
る
副
擬
郡
司
と
し
て

の
用
法
を
と
っ
て
い
る
、

こ
こ
に
は
副
擬
郡
司
の
概
念
の
変
化
が
あ
る
。
従
っ
て
正
任
郡
司
に
副
置
さ
れ
て
い
る
限
り
た
と
え
擬
郡
司
と
記
さ



。
。
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れ
て
い
て
も
官
符
的
用
語
法
の
副
擬
郡
司
で
あ
る
と
一
広
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
例
は
第
二
表
の
近
江
国
愛
智
郡
で

は
既
に
弘
仁
九
年
三
月
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
叉
貞
観
三
年
二
月
廿
五
日
紀
伊
国
名
草
郡
真
川
郷
裂
回
売
券
（
平
安
迫
文
）
の
郡
判
に
は

大
領
と
並
ん
で
転
擬
大
領
、
副
擬
大
領
、
権
擬
大
領
が
見
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
官
符
的
用
語
の
副
擬
郡
司
が
陸
奥
、
出
羽
以
外
の
国
で
行

わ
れ
る
様
に
な
っ
た
こ
と
の
例
証
で
あ
る
と
共
に
、
擬
郡
司
そ
の
も
の
の
内
容
の
変
化
を
示
し
て
も
い
る
。
す
な
わ
ち
副
擬
郡
司
の
用
語
内
容

が
変
佑
し
、
且
つ
権
撰
郡
司
ま
で
出
現
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
擬
郡
司
が
単
に
太
政
官
で
正
式
に
補
任
さ
れ
る
ま
で
の
事
務
見
習
で
あ
っ
た

の
で
は
な
く
、
郡
に
お
け
る
一
定
の
地
位
と
職
権
を
有
す
る
国
司
任
命
の
郡
司
と
し
て
の
性
絡
を
持
つ
に
至
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
第
二
表
に
は
擬
郡
司
の
み
の
署
名
に
よ
っ
て
効
力
ぞ
発
揮
し
て
い
る
売
券
が
多
く
見
ら
れ
、
擬
郡
司
が
他
色
を
遷
拝
す
る
こ
と
を

禁
じ
た
寛
平
五
年
十
一
月
廿
一
日
の
太
政
官
符
（
三
代
格
、
郡
司
事
）
で
は
擬
郡
司
も
正
任
郡
司
と
同
じ
く
租
税
調
席
の
預
り
、
専
当
、
綱
領

に
な
り
え
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
擬
部
司
が
か
か
る
も
の
に
内
容
変
佑
し
た
以
上
、
－
此
任
市
可
が
い
な
く
と
も
郡
務
執
行
に
不
便
は
な
い
。

第
二
表
の
愛
智
郡
の
郡
司
構
成
表
で
、
仁
寿
四
年
以
後
延
喜
二
年
ま
で
の
七
通
の
売
券
の
郡
判
に
正
任
郡
司
が
一
人
も
見
え
な
い
の
は
、
そ
の

時
期
が
た
ま
た
ま
正
任
死
欠
後
三
年
以
内
で
あ
っ
た
過
然
の
連
純
で
あ
る
と
考
え
る
よ
り
、
擬
郡
司
が
正
任
郡
司
を
代
行
す
る
に
至
っ
た
結
果

で
あ
る
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。
国
司
に
と
っ
て
自
己
に
任
免
権
が
あ
る
擬
郡
司
に
よ
っ
て
郡
務
を
行
わ
せ
た
方
が
都
合
が
よ
か
っ
た
で

あ
ろ
う
が
、
郡
司
と
し
て
は
太
政
官
に
よ
っ
て
地
位
を
保
証
さ
れ
た
正
任
郡
司
に
な
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
擬
郡
司
に
よ
る

正
任
郡
司
の
代
行
が
行
わ
れ
る
に
掬
ら
ず
、
正
任
郡
司
が
消
滅
し
て
し
ま
わ
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
擬
郡
司
は
十
一
世
紀
頃
か
ら
単
に

「
郡
司
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
安
芸
園
高
田
郡
の
惣
大
判
官
代
藤
原
頼
万
ば
天
喜
元
年
（
一

O
五
四
）
ニ
月
、
国
司
庁
宣
に
よ

コ
2

0

0

っ
て
高
田
郡
司
職
に
補
任
さ
れ
、
更
に
永
保
三
年
（
一

O
八
三
）
六
月
、
太
政
官
符
を
以
て
同
郡
大
領
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。

（
平
安
遺
文
）

（

b
）
 

検

校

郡
判
に
み
ら
わ
れ
る
の
は
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
に
か
け
て
で
あ
る
。

そ
の
悶
郡
は
大
和
国
添
上
郡
、
近
江
国
愛
知
目
部
、
紀
伊
悶
伊
都
郡
、

平
安
初
期
に
お
け
る
国
司
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て

A 
七



平
安
初
期
に
お
け
る
国
一
司
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て

i¥. 
j¥ 

丹
波
国
多
紀
郡
、
伊
勢
国
飯
野
郡
、
伊
賀
国
名
張
郡
、
筑
前
国
穂
浪
部
、
因
幡
国
高
草
郡
、
越
前
国
足
羽
郡
で
あ
り
、
郡
判
に
お
け
る
弁
存
関

係
を
示
す
と
大
和
国
添
上
郡
の
例
で
は
擬
大
領
、
郡
老
、
権
主
政
、
近
江
国
愛
智
郡
の
例
で
は
目
代
、
勾
当
、
郡
老
、
擬
大
領
、
擬
少
領
、
擬

主
政
、
擬
主
帳
で
あ
る
。
叉
、
延
喜
五
年
九
月
十
一
日
東
寺
伝
法
供
家
牒
（
平
安
遺
文
）
の
治
田
庄
地
一
町
六
反
七
二
歩
に
与
え
た
郡
判
に
検

校
大
領
日
置
公
が
見
え
、
天
徳
二
年
十
二
月
十
七
日
伊
勢
国
近
長
谷
寺
資
財
帳
（
向
上
）
に
与
え
た
郡
判
に
は
少
領
検
校
が
見
え
る
。
こ
れ
ら

は
検
校
に
し
て
大
少
領
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
る
。
承
平
二
年
九
月
廿
二
日
の
丹
波
国
牒
（
向
上
）
に
は
、
多
紀
郡
余
部
郷
専
当
検
校
日
置
貞
良

が
東
寺
領
大
山
庄
預
平
秀
、
秀
豊
等
が
調
絹
を
弁
ぜ
ず
山
野
に
遅
隠
し
た
の
で
、
稲
二

O
O束
許
を
検
封
し
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。

（

C
）
 

郡

老

出
現
の
時
期
は
貞
観
十
四
年
十
二
月
十
三
日
の
大
和
国
添
上
郡
石
川
滝
雄
家
地
売
券
に
始
り
、
天
慶
三
年
九
月
二
日
の
因
幡
国
東
大
寺
領
高

庭
荘
坪
付
に
終
る
、
そ
の
国
郡
は
他
に
近
江
国
愛
智
郡
、
紀
伊
国
伊
都
郡
、
丹
波
国
多
紀
郡
で
地
域
的
な
偏
差
は
見
ら
れ
な
い
。
郡
判
に
お
け

る
他
と
の
弁
存
関
係
も
ほ
ぼ
検
校
に
同
じ
で
あ
る
。

（

d
）
 

国

老

延
寓
十
一
年
四
月
十
一
日
大
和
国
添
上
郡
の
郡
判
は
国
目
代
、
郡
老
、
少
領
、
主
政
、
主
帳
と
並
ん
で
国
老
紀
甲
雄
が
、
承
平
二
年
九
月
十

五
日
丹
波
国
多
紀
郡
の
郡
判
に
国
目
代
、
検
校
、
権
大
領
と
並
ん
で
国
老
日
置
公
、
多
紀
臣
が
見
え
る
ニ
例
だ
け
で
あ
る
。

（

e）
 

勾

、『：，
ニゴ

延
喜
二
年
十
一
月
七
日
近
江
国
愛
智
郡
の
郡
判
に
、
目
代
、
勾
比
一
、
検
校
、
郡
老
、
擬
大
領
、
擬
少
領
、
延
長
七
年
七
月
十
四
日
伊
勢
国
飯

。。

0

0

0

3

3

0

0

野
郡
の
郡
判
に
、
擬
少
領
、
検
校
、
検
校
、
勾
当
、
権
勾
当
、
勾
当
、
承
平
四
年
十
一
月
十
九
日
伊
賀
国
名
張
郡
の
郡
判
に
、
勾
当
、
検
校
、

擬
領
、
が
見
え
る
c

（

f
）
 

惣
行
事
、
大
行
事
、
行
事



。
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天
暦
六
年
以
降
、
大
和
国
、
山
城
園
、
伊
賀
国
の
郡
判
に
見
え
る
。
大
和
国
平
群
郡
安
容
高
村
家
地
地
売
券
の
天
暦
十
一
年
十
一
月
廿
三
日

の
郡
判
は

大
領
兼
惣
行
事
額
田
部
「
茂
業
」

行
事
内
竪
五
百
井

権
行
事
右
兵
衛
平
間

大
和
国
添
上
郡
秦
阿
綱
子
家
地
売
券
の
天
暦
八
年
五
月
八
日
の
郡
判
は

惣
行
事
正
六
位
上
円
什
一
朝
臣
「
延
教
」

園
田
代
従
七
位
上
一
川
j
川
川
一

3

0

 

大
和
国
葛
下
郡
置
始
乙
連
家
地
売
券
の
天
暦
十
一
年
八
月
十
五
日
の
郡
判
は

大
白
惣
行
事
置
始
「
房
平
」

惣
行
事
葛
木
（
草
名
）

坂

合

部

国
目
代
厨

で
あ
り
、
同
時
代
で
夫
寸
名
前
が
異
っ
て
い
る
か
ら
郡
別
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

国
目
代
、
目
代
、
国
司
代
、

（

g）
 

乙
れ
ら
は
い
づ
れ
も
そ
の
名
称
か
ら
し
て
国
司
の
代
官
で
あ
っ
て
、
特
定
の
郡
の
郡
務
を
執
行
せ
し
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
天
徳

二
年
十
二
月
十
日
の
伊
賀
国
阿
拝
郡
の
郡
判
に
見
え
る
国
司
代
は
散
位
阿
問
朝
臣
三
人
と
茨
団
連
で
あ
る
が
、
ほ
ぽ
同
時
代
の
康
保
元
年
九
月

廿
三
日
の
伊
賀
国
名
張
郡
の
郡
司
解
の
署
名
に
見
え
る
国
司
代
は
伊
賀
某
で
あ
っ
て
、
別
人
で
あ
る
。
延
喜
十
一
年
四
月
十
一
日
東
大
寺
上
陸

平
安
初
期
に
お
け
る
国
一
一
川
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て

!¥ 
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平
安
初
期
に
お
け
る
国
司
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て

jし。

慶
賛
愁
状
に
与
え
た
大
和
国
添
上
郡
の
郡
判
に
見
え
る
園
田
代
は
高
橋
興
良
、
古
田
佐
良
雄
で
あ
る
が
、
延
長
六
年
十
二
月
十
七
日
内
供
十
禅

師
頑
果
弟
子
等
解
に
与
え
た
大
和
国
平
群
郡
の
郡
判
に
見
え
る
園
田
代
は
平
群
弟
臣
、
菅
原
某
で
あ
っ
て
、

ほ
ぽ
同
時
代
の
同
国
両
郡
で
夫
々

別
人
で
あ
る
。

乙
の
事
実
は
史
料
が
完
全
に
同
時
代
で
な
い
の
で
多
少
の
不
安
が
あ
る
が
、
国
司
代
、
国
目
代
が
郡
別
に
配
置
さ
れ
て
い
た
ζ

と
を
示
す
と
思
う
。

（

h
）
 

勘
済
使
、
郡
摂
使
、
郡
務
使

こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
国
使
で
み
の
る
。
彼
ら
が
郡
判
に
署
名
し
て
い
る
の
は
、
国
司
代
、
園
田
代
と
同
様
、
郡
務
を
執
行
せ
し
め
ら
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

以
上
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
郡
判
加
署
者
に
は
、
国
司
代
、
国
目
代
、
目
代
等
の
国
司
の
代
官
、
勘
済
使
、
郡
摂
使
、
郡
務
使
の
悶
使
等
、
明

ら
か
に
郡
司
と
言
い
難
い
者
も
あ
り
、
郡
判
が
そ
の
ま
ま
厳
密
な
意
味
で
の
郡
司
構
成
を
表
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
し
、
郡
老
、
検
校
、
行

事
等
も
郡
司
に
含
め
る
ζ

と
が
出
来
る
か
ど
う
か
早
急
に
は
決
定
し
難
い
も
の
も
あ
る
が
、

い
づ
れ
に
せ
よ
、

こ
れ
ら
の
雑
多
な
名
称
を
有
す

る
人
々
が
実
際
の
郡
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
乙
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
国
司
の
補
任
権
に
闘
し
て
言
う
な
ら
ば
、
国
司
の
代
官
、
国

の
使
の
補
任
権
は
完
全
に
国
司
に
あ
っ
た
し
、
郡
老
、
検
校
、
勾
当
、
行
事
等
も
、

そ
の
発
生
の
時
期
ゃ
、
名
称
か
ら
考
え
て
国
司
氏
補
任
権

が
あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
少
く
と
も
太
政
官
に
よ
っ
て
補
任
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
乙
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
郡
司

と
時
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
は
別
と
し
て
、
探
任
郡
司
を
含
め
て
、
郡
務
の
実
際
の
執
行
者
の
中
で
ま
す
ま
す
増
加
し
、
そ
の
反
対
に
太
政

官
に
よ
っ
て
補
任
さ
れ
る
正
任
郡
司
が
減
少
し
て
行
け
ば
、
先
に
見
た
様
に
労
効
、
売
官
に
よ
る
郡
司
補
任
が
多
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
国
司

の
郡
街
把
握
は
著
し
く
強
ま
っ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
郡
街
把
握
を
強
佑
す
る
た
め
に
国
司
に
よ
っ
て
正
任
郡
司
が
減
少
せ
し
め
ら

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



徴

税

寛
平
五
年
十
一
月
廿
一
目
、
近
江
国
司
は
太
政
官
に
次
の
よ
う
な
要
求
を
出
し
て
許
可
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

部
中
百
姓
雄
有
其
数
、
堪
郡
司
者
不
過
一
両
、
の
供
定
其
人
、
差
宛
調
庸
租
税
等
預
、
或
為
旧
年
調
庸
綱
領
、
未
究
預
事
、
或
為
当
時
租

税
専
当
、
多
有
所
負
、
而
称
任
諸
国
之
史
、
号
拝
親
王
家
司
、
不
勤
公
事
、
専
利
私
門
、
非
唯
規
避
一
身
之
宿
債
、
抑
亦
騒
動
部
内
之
百

姓
、
若
不
立
新
制
則
弥
素
風
教
、
望
請
、
擬
任
部
司
停
止
任
内
外
宮
弁
補
家
令
己
下
職
、
ハ
三
代
格
、
郡
司
事
）

こ

ω言
葉
は
寛
平
頃
の
徴
税
吏
と
し
て
の
郡
司
の
性
格
を
考
え
る
上
で
、
貴
重
な
事
実
を
教
え
て
く
れ
る
。

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
の
は
擬

任
郡
司
で
あ
る
が
、
郡
司
が
調
庸
綱
領
、
租
税
専
当
と
な
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
部
司
に
「
所
負
」

「
宿
債
」
が
出
来
た
と
い
う
。
之

は
郡
司
が
、
所
部
の
対
得
や
、
郡
司
自
身
の
不
正
に
よ
っ
て
国
司
に
対
し
て
未
進
し
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
未
進
が
綱
領
、

専
当
郡
司
個
人
の
負
債
と
な
っ
て
い
る
点
に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。

こ
の
一
事
は
、
綱
領
、
専
当
郡
司
が
単
に
調
庸
租
税
の
こ
と
を
専
門
的
に

担
当
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
以
上
に
、
あ
る
程
度
前
負
人
佑
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
而
し
て
、
請
負
の
責
任
を
直

接
国
家
に
対
し
て
で
は
な
く
、
国
司
に
対
し
て
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
様
な
事
を
推
則
さ
せ
る
史
料
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
三
代
格

巻
十
九
、
禁
制
事
、
寛
平
七
年
九
月
廿
七
日
の
太
政
官
符
に
、
郡
司
百
姓
が
私
物
を
以
て
宮
家
の
物
と
称
す
る
こ
と
を
禁
断
す
べ
く
美
濃
国
司

が
要
求
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
美
濃
国
司
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

0

0

0

3
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凡
諸
国
例
、
分
配
郡
司
宛
租
税
調
庸
専
門
品
、
駈
役
土
浪
差
進
官
雑
物
綱
丁
、
若
有
損
失
取
預
人
私
物
、
填
納
其
欠
負
、
而
此
国
人
心
多
巧

只
事
針
欺
、
至
子
欠
失
官
物
国
司
没
其
私
物
、
臨
欲
運
納
官
倉
、
忽
就
官
家
仮
矯
寄
進
、
請
其
家
牒
送
於
常
国
、
或
云
是
家
之
出
挙
物
、

或
云
寄
進
借
物
之
代
、
或
時
懸
札
、
或
時
打
抗
、
如
此
違
濫
不
可
勝
計
（
略
）

国
司
が
進
官
雑
物
の
欠
負
を
損
納
す
る
た
め
に
私
物
を
徴
せ
ん
と
し
た
預
人
と
は
、
綱
丁
と
し
て
駈
役
さ
れ
た
土
浪
を
も
合
ん
で
い
た
が
、

平
安
初
期
に
お
け
る
国
司
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て

九



平
安
初
期
に
お
け
る
国
同
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て

;L 

そ
の
主
た
る
者
は
租
税
調
庸
専
当
の
郡
司
で
あ
っ
た
。
私
物
を
以
て
宮
家
の
物
と
称
す
る
こ
と
を
禁
断
し
て
く
れ
と
太
政
官
に
願
っ
た
対
象
は

昨
骨
百
姓
で
あ
っ
て
、
専
当
郡
司
は
、
国
司
に
代
っ
て
単
に
綱
丁
を
駈
役
す
る
だ
け
の
者
で
は
な
か
っ
た
。
而
し
て
、
欠
員
の
責
任
を
百
姓
も

負
わ
せ
ら
れ
、
郡
司
個
人
の
責
任
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
百
姓
は
専
当
郡
司
の
独
自
の
判
断
で
点
定
さ
れ
、
駈
使
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、

そ
の
責
任
の
中
心
は
郡
司
に
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

三
代
格
巻
十
八
、
統
領
選
士
衛
卒
衛
士
仕
丁
寧
、
所
収
閏
泰
元
年
六
月
十
六
日
の
太
政
官
府
に
は
、
出
雲
国
解
を
引
い
て
次
の
様
に
言
っ
て

、
ー
》
O

L
i
 
管
諸
郡
司
解
怖
、
衛
士
是
身
俊
者
也
、
潰
自
参
上
各
尽
年
俊
、
而
此
国
頃
年
戸
口
衰
弊
無
人
差
宛
、
或
雄
有
其
身
不
堪
見
俊
、
或
聞
点
其

。0
3

o

，

俊
市
申
類
逃
散
、
の
専
当
郡
司
相
替
彼
身
弁
済
日
功
養
物
、
而
衛
士
等
所
直
之
官
非
て
勘
納
之
所
各
異
、
安
専
当
郡
司
所
参
之
処
、
彼
此

有
数
、
拘
俊
一
処
、
空
経
数
旬
、
去
国
千
里
受
責
一
身
、
郡
司
報
難
無
過
斯
鷲
（
略
）

衛
士
は
本
来
身
伎
で
あ
っ
た
が
、
此
頃
で
は
日
功
養
物
ぞ
府
に
弁
済
す
る
こ
と
で
す
ま
せ
る
こ
と
が
出
来
た
ら
し
い
。
こ
の
専
当
郡
司
は
、

そ
の
日
功
養
物
を
府
に
輸
納
す
べ
く
上
京
し
た
の
で
あ
る
が
「
所
参
之
処
彼
此
有
数
」
る
た
め
に
在
京
が
延
引
し
て
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
重
要
な
点
は
か
か
る
衛
士
の
日
功
養
物
を
、
農
民
が
逃
散
す
る
と
専
当
郡
司
が
彼
の
身
に
相
替
っ
て
弁
済
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
専
当
郡
司
は
衛
士
に
つ
い
て
そ
の
徴
発
か
ら
日
功
養
物
の
輸
納
ま
で
一
切
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
史
料
は
近
江
園
、
美
濃
国
、
出
雲
国
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、

一
般
的
に
昌
泰
、
寛
平
頃
に
は
、
租
税
調
庸
衛
士
の
徴
収
及
び
、
そ

の
進
官
な
ど
に
欠
負
が
あ
れ
ば
自
ら
私
物
を
以
て
弁
済
す
る
専
当
郡
司
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
う
る
。
か
か
る
性
格
を
持
つ
専

当
郡
司
は
如
何
に
し
て
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

央
へ
送
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

専
当
郡
司
は
通
常
調
庸
に
つ
い
て
は
調
庸
綱
領
郡
司
と
呼
ば
れ
、
租
税
に
つ
い
て
は
租
税
専
当
郡
司
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
査
し
、
調
繭
は
中

し
か
し
こ
の
頃
で
は
調
庸
綱
領
郡
司
と
い
え
ど
も
、
単
に
調
庸
の
綱
領
の
み
を
行
っ
て
い
た



の
で
は
な
く
、
そ
の
徴
集
ま
で
や
っ
て
い
た
こ
と
は
、
自
泰
四
年
間
六
月
廿
五
日
の
太
政
官
符
所
引
の
播
摩
国
解
に
（
三
代
格
巻
廿
、
断
罪
璃

銅
事
〉
此
国
百
姓
過
半
是
六
衛
府
舎
人
、
初
府
牒
出
国
以
後
偏
称
宿
衛
不
備
課
俊
、
領
作
岡
崎
不
受
正
税
、
無
道
矯
宗
、
対
揮
国
郡
、
或
所
作
田

稲
刈
収
私
宅
之
後
、
毎
其
倉
屋
争
懸
勝
札
、
称
本
府
之
物
号
勢
家
之
稲
、
或
事
不
獲
己
、
収
納
使
等
認
徴
之
時
、
不
弁
是
非
、
捕
以
凌
蝶
、

a
。
。
。

動
招
群
党
、
悉
作
濫
悪
、
於
是
租
税
専
当
、
調
綱
郡
司
、
惜
彼
威
猛
、
不
納
物
実
、
僅
責
契
状
、
空
立
里
倉
、
回
絃
調
庸
過
期
未
進
、
正

税
違
法
反
挙
、
ハ
中
略
）

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

単
な
る
調
庸
綱
領
郡
司
の
発
生
は
、
抑
々
令
に
調
庸
物
の
領
送
は
国
司
及
び
郡
司
が
当
る
べ
き
こ
と
を
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

令
制
本
来
の
性
格
よ
り
く
る
も
の
で
あ
っ
て
別
に
問
題
に
す
る
に
足
ら
な
い
。
市
し
て
調
庸
綱
領
郡
司
が
調
庸
の
徴
収
を
専
当
し
、
租
税
専
当

郡
司
が
発
生
す
る
こ
と
も
、
か
な
り
早
い
時
期
に
属
す
る
。
令
本
来
の
た
て
ま
え
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
郡
司
は
本
来
郡
内
の
徴
税
に
当
る
者
で

あ
っ
て
、
殊
更
に
特
定
の
人
物
を
専
当
と
す
る
必
要
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
農
民
の
抵
抗
の
増
大
や
、
地
方
官
自
身
の
不
正
に
よ
っ

て
、
中
央
輸
納
物
の
不
正
、
未
進
、
組
悪
が
は
げ
し
く
な
り
、
官
は
そ
の
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
専
当
を
特
に
置
く
必
要
を
感

じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
専
当
の
発
生
は
か
か
る
律
令
体
制
の
矛
盾
に
根
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
発
生
し
た
専
当
は
園
都
司

共
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

宝
亀
元
年
五
月
十
五
日
の
太
政
官
符
（
三
代
格
、
雑
米
事
、
貞
観
四
年
九
月
廿
二
日
格
所
収
）
に
は
、
雑
米
に
つ
い
て
は
「
春
米
は
抜
、
領
、

己
上
が
其
事
を
専
当
し
、
史
生
己
上
を
綱
領
に
宛
て
て
送
れ
。
若
し
春
運
が
限
に
逢
え
ば
専
当
の
見
任
を
解
却
し
、
国
司
の
公
陣
を
奪
う
」
と

言
い
、
同
じ
く
宝
亀
四
年
闘
十
一
月
廿
三
日
太
政
官
符
で
は
一
今
よ
り
以
後
、
若
し
雑
米
の
未
進
が
あ
れ
ば
、
多
少
を
問
わ
ず
国
司
史
生
己
上

は
皆
公
障
を
奪
い
、
主
典
己
上
は
庇
考
し
、
専
当
官
は
見
任
を
解
却
し
、
郡
司
主
帳
己
上
は
威
職
田
を
没
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
か

平
安
初
期
に
お
け
る
国
司
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て

1し



平
安
初
則
に
お
げ
る
国
同
部
川
の
関
係
に
つ
い
て

ブし
四

か
る
専
当
は
、
違
期
、
未
進
に
つ
い
て
重
責
を
課
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
専
当
外
の
国
郡
司
と
い
え
ど
も
、
連
帯
責
任
を
間
わ
れ
る
の
で
あ
っ

た
。
中
央
政
府
の
こ
の
方
針
は
調
庸
未
進
、
官
物
欠
失
に
つ
い
て
も
、
そ
の
後
、
時
期
に
よ
っ
て
罰
の
軽
重
は
あ
る
と
し
て
も
、
永
く
維
持
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
中
央
政
府
が
調
席
、
雑
米
等
の
違
期
、
未
進
、
粗
悪
に
つ
い
て
度
々
出
し
た
法
令
か
ら
は
、
専
当
郡
司
の
国
司
に
対
す
る
徴
税
請
負

人
的
性
格
を
明
確
に
検
出
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
然
る
に
、
貞
観
七
年
八
月
一
日
の
太
政
官
符
（
三
代
格
巻
十
四
、
雑
米
事
）
に
は
尾

張
国
司
が
「
中
嶋
郡
の
貞
観
四
年
の
違
期
末
進
は
精
米
五
斗
三
升
五
合
、
穂
子
三
斗
三
升
間
合
、
胡
麻
子
一
竹
、
様
子
二
斗
五
升
、
稲
に
し
て

一
九
東
一
把
四
分
で
あ
る
。
其
の
代
り
に
郡
司
の
職
田
を
没
せ
ら
れ
る
c

そ
の
直
稲
は
五
六
八
束
で
あ
る
ご
米
進
数
は
少
い
の
に
没
せ
ら
れ
る

と
こ
ろ
は
こ
の
様
に
多
い
。
し
か
も
郡
司
は
職
回
の
外
に
身
ぞ
潤
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
今
後
は
未
進
の
数
に
准
じ
て
職
田
の
直
を
没
す
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
の
べ
て
い
る
。
職
田
の
直
稲
五
六
八
束
と
い
う
の
は
、
上
聞
の
地
子
に
し
て
約
六
町
分
、
中
間
に
し
て
七
町
一
反
分
で
あ
る
。

郡
司
の
職
田
は
大
領
六
町
、
少
領
四
町
、
主
政
帳
各
ニ
町
で
あ
る
か
ら
、
之
は
大
領
一
人
の
職
田
の
直
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
中
嶋
郡
の
雑
米

未
進
一
九
束
一
把
四
分
は
、
大
領
一
人
の
責
任
と
な
っ
て
い
る
。
尾
張
国
司
が
、

こ
の
発
言
を
し
た
こ
と
は
大
領
の
利
益
を
或
程
度
擁
護
し
て

い
る
が
、
雑
米
未
進
の
責
任
は
、
国
司
も
負
い
、
未
進
の
数
に
准
じ
て
公
瞬
を
奪
う
べ
き
こ
と
を
延
府
十
四
年
七
月
の
官
符
に
よ
っ
て
既
に
定

め
ら
れ
て
い
る
（
三
代
格
、
雑
米
一
挙
）
。

従
っ
て
郡
司
が
自
分
の
郡
の
未
進
の
数
に
准
じ
て
職
田
直
を
奪
わ
れ
、
之
を
唄
納
せ
し
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
国
は
各
郡
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
司
の
負
う
べ
き
未
進
は
各
郡
に
割
当
て
ら
れ
、
自
ら
填
納
す
る
必

。
。
。
。
。
コ
0

0

0

要
は
な
く
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
の
も
と
に
、
専
当
郡
司
は
、
国
司
と
の
関
係
の
上
で
、
新
し
い
性
格
を
負
わ
さ
れ
る
に
．
E

る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
国
司
に
対
す
る
徴
税
請
負
人
的
性
格
で
あ
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
如
く
、
郡
司
構
成
に
於
い

て
国
司
が
任
免
権
を
有
す
る
擬
郡
司
以
下
の
非
正
任
郡
司
が
益
々
増
加
し
、
彼
ら
も
専
当
郡
司
に
な
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

こ
の
様
な
傾
向
は
い

よ
い
よ
顕
著
と
な
る
だ
ろ
う
。
従
っ
て
郡
司
の
徴
税
請
負
人
的
性
格
の
発
生
が
以
上
の
事
か
ら
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
中
央
政
府
の



政
策
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
国
司
、
郡
司
の
関
係
の
中
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
き
た
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

先
に
前
節
で
上
げ
た
例
で
あ
る
が
、
承
平
二
年
九
月
廿
二
日
の
丹
波
国
牒
に
、
多
紀
郡
の
余
部
郷
専
当
検
校
日
置
貞
良
が
東
寺
領
大
山
庄
預

ら
が
、
調
絹
を
弁
ぜ
ず
山
野
に
遁
隠
し
た
の
で
、
稲
ニ

O
O束
許
を
検
封
し
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
が
、

こ
の
日
置
貞
良
は
多
紀
郡
内
の
余
’

m

郷
を
専
当
ず
る
郡
司
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
専
当
郡
司
は
必
ず
し
も
当
郡
全
体
の
租
税
、
叉
は
調
府
等
を
得
当
す
る
も
の
と
限
る
河
川
要
は

な
く
、
郡
内
の
数
郷
を
専
当
せ
し
め
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
前
記
近
江
国
司
、
美
濃
国
司
、
出
雲
国
司
、
揺
磨
国
司
等
の

解
に
見
え
る
如
く
、
部
内
の
農
民
の
逃
散
や
対
得
が
激
烈
と
な
れ
ば
な
る
程
、
国
司
と
し
て
は
郡
司
を
し
て
特
定
の
数
郷
を
限
っ
て
専
当
せ
し

め
る
に
至
る
と
考
え
ら
れ
る
。
延
喜
十
七
年
四
月
廿
七
日
の
丹
波
国
某
郷
長
解
（
平
安
迫
文
）
に
与
え
ら
れ
た
郡
判
が
、
検
校
三
人
、
擬
大
領

六
人
、
擬
主
帳
二
人
の
計
十
一
人
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
、
而
も
そ
の
中
に
大
領
級
の
郡
司
を
多
数
含
ん
で
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
も
反

映
し
て
い
る
と
考
え
る
。
大
領
級
郡
司
の
増
加
に
よ
る
郡
司
構
成
員
の
増
大
は
こ
の
時
期
の
普
遍
的
現
象
で
あ
る
。
降
っ
て
嘉
保
三
年
（
一

O

九
六
）
十
二
月
、
安
芸
国
高
田
郡
司
藤
原
相
成
が
次
の
様
な
形
で
補
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
松
岡
久
人
氏
も
指
摘
さ
れ
た
様
に
（
上
代
の
地

万
政
治
）
彼
が
、
郡
内
の
三
回
、
風
早
、
麻
原
、
甲
立
の
四
箇
郷
の
い
わ
ば
専
当
郡
司
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

安
芸
国
司
庁
宣
（
平
安
造
文
）

庁
宣

高
田
郡

補
任
郡
司
職
事

三
田
風
早
麻
原
甲
立
井
四
筒
郷

散
位
藤
原
朝
臣
頼
成

右
人
、
震
令
執
行
郡
務
、
補
任
如
件
、
宜
承
知
、
依
件
行
之
、
以
宜
。

嘉
保
三
年
十
二
月
廿
六
日

平
安
初
期
に
お
け
る
国
司
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て

九
五



平
安
初
期
に
お
け
る
国
司
郁
叶
の
関
係
に
つ
い
て

し
く

f
ノ
J

ノ

大
介
藤
原
朝
臣
（
花
押
）

乙
の
専
当
郡
司
は
先
掲
日
田
泰
四
年
国
六
月
廿
五
日
の
太
政
官
符
に
よ
る
と
、
播
磨
国
で
は
部
内
の
六
衛
府
の
官
人
か
ら
調
府
正
税
を
徴
し
ょ

う
と
し
て
対
揮
を
受
け
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
に
対
し
て
直
接
徴
税
を
行
っ
て
い
る
様
で
あ
り
、
叉
、
承
平
二
年
丹
波
国
多

紀
郡
の
余
部
郷
専
当
検
校
日
置
貞
良
も
、
東
寺
領
大
山
圧
預
ら
か
ら
調
絹
を
徴
す
る
為
に
自
ら
出
向
い
、
稲
ニ

O
O東
許
を
検
封
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
専
当
郡
司
が
農
民
か
ら
直
接
徴
税
を
行
っ
て
い
る
乙
と
が
見
え
て
い
る
。
令
制
で
は
農
民
か
ら
の
直
接
徴
税
は
郷
職
員
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
専
当
郡
司
の
成
立
に
よ
っ
て
、

乙
の
徴
税
実
務
が
変
佑
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
こ
の
こ
と
を
明
か
に
す
る

た
め
に
、
郡
司
の
下
級
機
関
で
あ
っ
た
郷
長
（
郷
雑
任
を
含
め
て
）
が
い
か
に
変
佑
し
て
行
っ
た
か
を
検
討
す
る
。

郷
職
員
に
よ
る
直
接
徴
税
を
裏
付
け
る
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
調
長
、
徴
部
、
等
の
郷
雑
任
の
存
在
が
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
弘
仁
十

四
年
珂
九
月
廿
日
の
太
政
官
符
（
三
代
格
）
は
郷
別
七
人
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
郷
雑
任
は
奈
良
時
代
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と

3

コ

は
、
天
平
神
謹
二
年
十
月
廿
日
の
越
前
国
足
羽
郡
少
領
阿
須
波
田
東
麻
目
解
（
大
日
本
古
文
書
五
）
に
田
領
別
竹
山
が
口
分
田
の
虚
実
を
勘
す

文
書
六
）

る
た
め
に
郡
司
に
よ
っ
て
発
適
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
、
宝
亀
五
年
十
一
月
廿
三
日
の
備
前
国
津
高
郡
菟
垣
村
常
地
白
田
売
買
券
（
大
日
本
古

コ
。

に
売
買
を
保
証
す
る
意
味
で
税
長
、
徴
が
郷
長
と
並
ん
で
署
名
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
裏
付
け
る
乙
と
が
出
来
る
。
平
安
時
代
に

な
る
と
、
農
民
の
土
地
開
墾
が
進
行
し
、
墾
田
、
家
地
の
売
買
券
が
か
な
り
豊
富
に
存
在
す
る
の
で
、
奈
良
時
代
よ
り
適
確
に
知
る
こ
と
が
出

来
る
。
墾
田
売
券
が
畏
も
集
中
し
て
遺
存
す
る
近
江
国
愛
智
郡
大
国
郷
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
延
暦
十
五
年
か
ら
延
喜
二
年
迄
の
十
五
通
に
あ
ら

わ
れ
た
郷
雑
任
の
加
署
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

延

暦

十
五
、

九
、
廿
三

な
し
。

延

暦

廿
一
、
正
、
十

な
し
。

弘

仁

一一一、
一一一、
一一

な
し
。



弘

仁

天

長

承

和

嘉

祥

嘉仁

寿

四

、

仁

寿

斉

衡

貞

観

貞

観

貞

観

延

喜
祥

カJ一一、

十

十

な
し
。

七

ニ
、
十
九

な
し
。

領
二
人
、
徴
部
二
人
。

な
し
。

領
一
人
、
徴
部
二
人
。

頭
領
二
人
、
領
一
人
、
徴
部
二
人
。

庸
調
領
二
人
。

頭
領
二
人
、
領
一
人
、
徴
部
二
人
。

税
領
二
人
、
徴
部
一
人
。

な
し
。

五

な
し
。

元、

三
、
十
九七

な
し
。
（
万
禰
あ
り
）

三
、
十
一
、十
、
廿
五

四
、
十
二
、
十
一

一一、

九
、
廿
五

他
国
他
郷
の
例
を
見
れ
ば
、
延
暦
十
五
年
十
一
月
二
日
の
近
江
国
愛
智
郡
八
木
郷
の
売
券
に
領
一
人
、
同
郡
蚊
野
郷
の
弘
仁
十
一
年
十
二
月

十
、
十
九

玉、

三
、
廿
九

五
日
の
売
券
に
領
二
人
、
了
事
二
人
、
紀
伊
国
那
賀
郡
某
郷
の
承
和
十
二
年
十
二
月
五
日
の
売
券
に
田
領
一
人
、
同
国
名
草
郡
真
川
郷
の
貞
観

六、ニ
、
十
一
、

三
年
二
年
廿
五
日
の
亮
券
に
田
領
一
人
が
見
え
る
。
し
か
し
、
同
時
代
に
山
城
園
、
大
和
国
の
売
券
が
あ
る
が
、
之
に
は
郷
雑
任
の
加
署
は
見

ら
れ
な
い
。
そ
し
て
員
観
以
後
寛
弘
頃
ま
で
の
大
和
、
山
城
、
紀
伊
、
丹
波
、
伊
勢
、
伊
賀
、
筑
前
、
因
幡
、
志
摩
等
の
諸
国
の
亮
券
、
所
領

目
録
等
に
も
全
然
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
郷
雑
任
は
国
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
が
、
平
安
初
か
ら
貞
観
頃
ま
で
は
依
然
存
在
し
て
い
た
が
、
貞

観
頃
か
ら
存
在
し
な
く
な
っ
た
か
、
叉
は
他
の
事
情
で
売
券
等
に
加
署
し
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
郷
長
は
こ
の
全
期
聞
を
通
じ

九
七

平
安
初
期
に
お
け
る
国
司
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て



平
安
初
期
に
お
け
る
国
司
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て

;}1.., 
l¥ 

て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
寛
弘
二
年
二
月
四
日
の
山
城
国
葛
野
郡
某
郷
長
解
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
弘
仁
十
四
年
二
月
三
日
の
太
政

官
符
で
は
（
三
代
格
〉
、
越
前
国
江
沼
、
加
賀
の
ニ
郡
が
国
府
か
ら
遠
い
た
め
に
、
郡
司
郷
長
が
意
に
任
せ
て
民
を
侵
漁
す
る
こ
と
を
の
べ
て
い

る
。
少
く
と
も
弘
仁
頃
ま
で
は
郷
長
が
徴
税
の
面
で
直
接
農
民
と
接
触
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

か
く
の
如
く
郷
長
の
補
佐
と
な
る
べ
き
郷
雑
任
が
或
は
平
安
初
か
ら
、
或
は
貞
観
頃
か
ら
売
券
に
姿
を
消
し
、

そ
の
存
在
さ
え
つ
か
め
な
く

な
る
の
は
、
平
安
初
頃
か
ら
成
立
し
て
く
る
刀
捕
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
万
捕
の
成
立
の
仕
方
は
承
和
十
二
年
十
二
月
五
日
の
紀
伊

国
那
賀
郡
の
売
券
、
同
国
名
草
郡
の
貞
観
三
年
二
月
廿
五
日
の
売
券
の
如
く
、
郷
雑
任
と
並
存
し
て
い
る
例
も
あ
っ
て
、
判
然
と
し
た
代
位
を

せ
ず
、

そ
の
職
掌
も
、
土
地
所
有
の
状
態
を
証
明
す
る
乙
と
が
主
任
務
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
郷
雑
任
が
姿
を
消
し
た
あ
と
も
確
実
な
足
ど
り

で
そ
の
存
在
を
維
持
し
で
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

や
が
て
は
郷
雑
任
の
任
務
を
代
行
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
c

史
料

の
関
係
上
時
代
は
降
る
が
、
確
実
に
裏
付
け
ら
れ
る
徴
税
の
面
を
探
せ
ば
、
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
六
月
十
一
日
の
前
淡
路
捻
美
努
兼
倫
解
（
平

安
遺
文
）
が
あ
る
。
解
に
よ
れ
ば
、
美
努
公
忠
は
騎
兵
十
五
、
六
騎
、
歩
兵
廿
余
人
で
美
努
兼
倫
の
私
宅
に
押
入
り
殺
害
し
よ
う
と
し
た
と
乙

（
留
守
か
）

ろ
へ
、
郡
使
上
野
抜
源
訪
が
や
っ
て
来
た
の
で
「
国
司
在
京
之
問
、
円
川
川
川
－
所
下
文
、
可
勤
仕
郡
司
職
者
、
供
御
稲
事
矯
宛
行
所
来
著
也
」

つ
O

と
陳
弁
し
た
。
訪
が
答
え
て
「
於
御
稲
事
者
‘
依
無
郡
司
以
先
日
刀
桶
共
可
勤
行
之
由
、
蒙
国
宣
了
、
品
川
件
兼
倫
井
美
努
兼
園
、
率
郷
中
作
回
数
、

令
持
進
先
了
者
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
供
御
稲
の
事
は
本
来
郡
司
が
行
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
郡
司
が
な
い
の
で
万
摘
を
し
て
勤
仕
せ

し
め
た
こ
と
が
分
る
。
徴
税
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
日
頃
、
万
繭
が
勤
仕
し
て
い
た
か
ら
郡
司
の
な
い
場
合
か
か
る
処
置
が
取
ら
れ
た
も
の
と

思－っ。

こ
の
際
、
郷
中
の
作
回
数
に
率
っ
て
供
御
稲
の
宛
行
を
勤
仕
し
た
の
が
郷
長
で
な
く
万
繭
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
既

に
清
水
三
男
氏
も
（
日
本
中
世
の
村
落
）
中
右
記
、
嘉
保
二
年
（
一

O
九
五
）
六
月
廿
五
日
の
条
に
大
原
万
繭
等
が
炭
を
進
め
な
い
こ
と
を
記

し
、
大
鏡
に
「
里
の
万
繭
、
村
の
行
事
い
で
き
て
火
祭
や
何
や
と
わ
づ
ら
は
し
く
せ
め
し
事
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
例
証
と
し
て
、
万
繭
が

警
察
官
で
あ
る
と
共
に
収
税
更
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
十
世
紀
末
頃
よ
り
万
繭
が
徴
税
に
当
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ



る
。
万
繍
の
徴
税
の
事
実
は
そ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
乙
と
は
出
来
な
い
が
、

こ
こ
で
確
め
た
徴
税
の
事
実
は
、

い
づ
れ
も

万
繭
が
徴
税
責
任
者
と
し
て
郷
長
に
代
っ
て
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
以
前
に
郷
長
の
も
と
で
徴
税
に
従
っ
て
い
た
永
い
時
期
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
市
し
て
、
若
し
郷
長
の
補
佐
を
務
め
た
郷
雑
任
が
売
券
の
証
署
よ
り
姿
を
消
し
た
こ
と
が
、
郷
雑
任
の
消
失
そ
の
も
の

を
意
味
せ
ず
唯
売
買
立
券
文
の
保
証
形
式
が
変
佑
し
た
も
の
と
す
れ
ば
こ
の
郷
雑
任
に
よ
っ
て
、
若
し
叉
消
失
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
万
繭
に
よ

っ
て
郷
長
の
徴
税
は
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
専
当
郡
司
の
成
立
に
も
拘
ら
ず
、
郡
の
下
級
機
関
の
郷
に
於
い
て
は
、
依
然
と
し
て
徴
税
実
務
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
郡
司
の
農
民
か
ら
の
徴
税
は
間
接
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
専
当
郡
司
は
未
進
が
あ
れ
ば
所
負
と
な
っ
て
国
司

の
追
求
を
受
け
る
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
必
要
と
あ
れ
ば
自
ら
徴
税
に
出
向
く
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
農
民
の
成
長
に
伴
う
逃
散
、
対
拝

が
多
く
な
れ
ば
な
る
程
、
か
か
る
必
要
は
増
大
し
た
で
あ
ろ
う
。
前
の
専
当
郡
司
の
直
接
徴
税
を
あ
ら
わ
す
例
が
、
或
は
六
衛
府
舎
人
で
あ
り
、

或
は
大
山
庄
預
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
の
事
を
物
語
っ
て
い
る
。

む

す

び

以
上
十
世
紀
、
特
に
延
喜
頃
に
焦
点
を
お
き
な
が
ら
、
郡
司
の
官
僚
と
し
て
の
性
格
を
分
析
し
つ
つ
、
国
司
、
郡
司
関
係
の
一
側
面
を
明
か

に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
結
論
ピ
け
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
、

一
つ
に
は
律
令
制
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
た
選
叙
上
の
国
司
に
対
す
る
郡
司
の

相
対
的
独
立
性
は
正
任
郡
司
の
減
少
と
い
う
形
で
奪
わ
れ
て
い
っ
た
し
、

一
つ
に
は
郡
司
が
国
司
に
対
し
て
責
任
を
有
す
る
徴
税
請
負
人
佑
し

て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
市
も
こ
れ
ら
の
事
は
、
中
央
政
府
の
郡
司
応
対
す
る
政
策
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ひ
し

。
。
。

乙
の
結
果
政
治
制
度
上
に
占
め
る
郡
司
の
地
位
は
前

ろ
中
央
政
府
の
政
策
の
変
化
に
対
す
る
国
司
の
抵
抗
と
し
て
結
果
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

時
代
に
も
ま
し
て
低
劣
な
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

平
安
初
期
に
お
け
る
圏
一
同
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て

1し
jし
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On the relation of Kokushi ~ 'i!!i] with Gunji ffiI 'i!!iJ in 

the Early H eian Period. 

· By H. Hirano 

Researching the political position of Gunji in the early Heian 

period, especialy from the end of the 9th to the beginning of the 

10th ceutnry, I have got the following conclusions. 

(1) According to the Ritsu-ryo system, Gunji were appointed or 

dismissed by the central government. 

But in many cases, they were appointed by Kokushi privately, 

Gigunji ~ffllf-i'.J. 
(2) When they became tax-farmers, GunJi bore the responsibility 

only for Kokushi not for central government. 

(3) This new character of Gunji, in the early Heian period, was 
given by Kokushi who opposed the policy of the central 

government. 
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